
可
観
小
髭
容
四
十
六

小
割
は
、
八
係
自
に
御
座
候
。
此
小
劇
を
以
て
夫
々
の
場
所
に
て
修

行
仕
内
花
、
自
然
K
が
止
の
地
位
に
至
り
申
候
。
扱
知
v
止
の
後
叉
右

の
節
次
を
制
服
て
能
得
に
歪
り
、
止
a

至
善
-
の
み
{
功
を
得
申
俄
と
相
聞

え
候
。
猶
叉
委
伽
酬
の
儀
は
、
八
係
自
の
後
に
て
相
知
市
候
。

一
、
此
一
段
狛
又
大
立
を
あ
ら
t
申
上
候
は
ど
、
我
心
常
広
中
に
主

と
成
候
て
、
能

t
外
来
の
物
を
制
し
、
道
理
の
正
蛍
を
成
泣
仕
儀
に

候
。
凹
相
究
明
昌
明
徳
-
之
工
夫
無
之
、
逃
避
の
ふ
ま
へ
無
之
時
は
、
生
付

の
筑
ぐ
せ
と
人
欲
の
私
と
、
心
を
被
回
世
候
故
、
接
色
を
先
と
し
て
惣

て
外
来
の
物
、
又
共
隙
に
乗
じ
て
方
寸
の
披
郭
を
抑
取
申
候
。
依
之

内
外
よ
り
此
心
配
抑
掠
め
候
故
、
心
法
の
心
得
無
御
座
候
て
は
、
兆
一

危
き
物
K
御
座
候
。
八
僚
自
の
内
陀
も
、
格
物
よ
り
修
品
目
超
低
此
工

夫
を
却
と
仕
候
。
人
欲
の
俄
、
目
の
欲
、
色
耳
の
欲
、抽
出
の
類
、
是
叉
人

心
必
可
有
之
物
陀
御
座
候
得
共
、
道
型
の
ふ
ま
へ
蛙
一
之
時
は
、
其
方

へ
す
き
と
被
抑
取
候
。
道
理
の
ふ
ま
へ
有
之
時
は
、
道
理
主
と
成
候

て
人
欲
を
節
制
仕

P
、
共
則
に
飽
不
申
故
、
天
理
常
然
の
俄
に
成
申

候
。
仰
氏
の
敬
は
心
の
障
碍
陀
成
候
と
て
品
目
を
絶
ち
申
候
故
、
天
地

の
道
花
背
宮
市
候
。

一、

修
身
正
心
ニ
笛
僚
、

同
様
の
工
夫
陀
て
叫
聞
の
さ
か
ひ
K
御
座

の
筋
金
備
仕
候
。
此
所
を
得
心
仕
候
へ
ば
、
八
事
一
申
の
事
K
成
候

て
、
柳
事
繁
き
儀
無
御
座
候
。
如
此
修
行
仕
候
内
花
、
知
見
も
次
第

陀
熱
し
行
、
能
も
次
第
陀
叶
中
陀
随
ひ
、
い
つ
の
程
に
か
物
格
知
玄

候
て
、
知
ν
止
の
地
位
陀
至
り
中
候
。
夫
故
知
v
止
は
知
の
事
と
は
申
な

が
ら
、
明
昌明
徳
-
の
修
行
前
陀
セ
八
分
K

1
A

可
申
候
。
扱
な
何
物
格
知

至。

則
知
ν
所
v
止
実
。
立
誠
以
下
川
皆
得
v
所
v
止
之
序
也
。
と
有
之
候
へ

ば
、
定
静
安
忠
之
四
簡
は
、
知
至
意
同
酬
な
る
の
中
間
の
償
分
明
陀
相
知

巾
候
。
本
文
知
至
而
后
意
誠
と
は
御
座
候
へ
共
、
刷
出
共
前
陀
止
a
至
普
-

t論
じ
て
、
知
v

止
云
々
と
有
之
候
へ
ば
、
知
既
陀
歪
候
へ
ば
則
被
お

以
下
之
六
部
、
皆
得
と
申
に
無
之
依
相
知
申
候
。
此
雨
所
を
勾
引
合
候

へ
ば
、
経
文
の
主
意
相
比
え
巾
候
。
然
ば
阪
に
知
ν
止
の
後
、
定
附
附
安

慮
之
節
次
を
制
服
て
、
能
〈
胞
に
至
て
初

τ意
を
誠
に
し
て
、
能
〈
誠
に

た
り
申
候
。
立
既
陀
減
陀
成
候
へ
ば
、
正
心
以
下
次
第
の
泊
。
陀
相
伊

止
申
候
。
依
之
朱
予
定
限
安
胞
を
以
て
、
知
五
窓
誠
な
る
中
聞
の
事

と
被
申
、

叉
六
事
各
有
凶
節
と
被
申
候。

回申
究
施
臓
と
誠
意
と
一
時
の
俄
に
御
座
候
。
工
夫
の
名
闘
に
て
は
、

成
意
と
申
、
地
位
の
効
験
陀
て
は
能
肢
と
申
候
。
立
を
訴
に
な
し

候
は
、
必
宇
能
成
之
効
を
叫
竹
中
候
。
叉
能
ほ
ほ
必
宇
意

E
M聞
に
す

可
観
小
蔵品世
四
十
六

i¥ 
豆i

候
。
正
心
は
勿
論
心
、
修
身
も
共
陀
心
K
御
座
候
。
共
内
修
身
は
山到

の
物
陀
接
り
申
時
、
内
に
て
心
の
物
に
被
取
不
巾
棋
に
仕
る
工
夫
、

心
の
裳
陀
て
御
座
候
。
北
ハ
故
修
身
の
工
夫
は
外
商
の
依
陀
て
、
外
感

の
病
を
防
ぎ
巾
候
。
正
心
の
工
夫
は
内
瞬
間
の
依
に

τ、
内師閣
の
病
を

治
し
申
候
。
精
〈
は
俳
文
陀
相
見
え
申
候
。
H

北
品
喝
の
趣
目
別
行
事
の

上
に
て
鉢
認
仕
候
へ
ば
、
憶
に
相
知
れ
申
候
。

て
八
僚
目
の
後
節
は
、
物
格
知
歪
よ
り
以
下
順
陀
次
第
を
設

τ、

金
功
成
就
の
俄
に
御
座
候
。
章
何
修
身
以
上
明
昌明
徳
田の
事
也
。
持

家
以
下
新
民
之
事
也
。

布
一
段
明
a
明
徳
-新
ν
民
を
以
て

前
節
を
指
し
申
砕
町
。
三
綱
領
K
て

は
上
の
何
陀
御
座
候
。

物
絡
知
室
。
削
如
“
vumv
止
笑
勺
怒
回
以
下
削
刷
N
W
h
v
所
v
止
之
ww山由
。

右
一
段
知
ν
止
能
訓
押
主
以
て
後
節
を
指
し
申
候
。
三
綱
領
陀

τは
下
の

一
向
刊
に
御
座
候
。
勿
論
身
米
v
術
内
は
、
家
間
天
下
の
耶
を
不
様
、
知

未
v
至
ν
内
ば
、
修
身
・正
心
・被
意
の
行
を
不
致
と
申
道
理
無
御
座
候

問、

務
者
の
地
位
相
憾
に
、
八
都
北
ハ
陀
其
場
所
A

A

K

て
、
各
本
を

ふ
ま
へ
候
て
修
行
仕
候
。
惣
て
目
別
践
履
の
俊
民
、
綿
密
陀
心
主
付
候

へ
ば
、
八
事
一
つ
を
欠
き
可
申
様
無
御
座
候
。
此
八
筒
僚
に
て
修
行

一
、
源
義
経
が
線
米
借
刷
の
授
文

る
と
と
を
待
申
候
は
、
念
肢
に
雑
り
有
之
候
て
は
、
能

t
慮
る
と

と
成
不
申
故
也
。

右
の
泌
八
傍
目
前
節
は
朋
功
の
俄
陀
て
、
往
先
力
行
の
事
、
後
節
は

成
功
の
儀
陀
て
、
u
E
は
地
伎
の
効
に
御
座
候
。

と
か
〈
勉
強
し
て
力

行
し
申
内
陀
、
自
然
と
地
位
長
巡
の
時
節
到
来
し
て
、
共
功
を
成
就
仕

依
に
御
座
候
。
然
れ
ば
仙
川
り
不
申
と
、

叉
念
不
申
と、
の
二
つ
は
、
A
X

叉
八
依
目
前
後
筒
、
知
止
の
段
骨
F
引
合
一
宵
外
の
意
陀
御
座
候
。
精

妙
の
味
筆
紙
陀
難
薮
俄
陀
奉
存
候
ロ

以
上
。

宜
保
三
年
五
月
初
墳
、
由党
州
の
内
御
料
品開津
納
悶
村
百
姓
惣
千
と
申

者
、年
武
米
巡
有
之
陀
付
、従
公
俄
閥
所
被
仰
付
候
施
、
右
惣
平
家
居

の
棟
木
花
、
先
組
代
々
よ
り
箱
入
の
物
有
之
、
抽
出
霊
も
認
泣
致
披
見

事
無
之
、
給
付
有
之
候
施
、
此
皮
切
務
し
改
見
中
候
へ
ば
、
左
の
趣
祈

之
に
付
、
公
俄
へ
相
趨
候
風
知
行
三
百
石
被
下
候
曲
。
共
趣
蛇
目
。

此
皮
北
欽
へ
渡
り
候
錦
、
線
米
市
北
七
斗
致
借
用
者
也
。
於
防
血
多
帆
山

之
者
、
時
の
将
棋
可
v
到
且裁
断
】
者
也
・

文
治
四
年

伊
強
守
源
義
経

中リ

品開祢品
川
悶
村

惣
平
ど
の

八
五
三




